
〈研修内容〉
○講 義 「災害から命を守るために

~能登半島の大規模災害支援活動から学んだこと~」
○ワークショップ

「災害から命を守るために~私たちにできること~」

〇講 師 日本防災士会長野県支部長 大久保 隆志 氏

出会いと対話でつくる共生社会

地域づくり推進研修 令和８年(2026年)８月７日(金)

能登半島での災害支援の実例を通じて、的確な避難の大切さや、人のつながりが防
災・減災や復興を支える力になっていることを共に学ぶことを目的に実施しました。
早い段階から教職員の申込が多数あったほか、社会福祉協議会職員、防災士等の
様々な分野の受講者が集まり、講義前週に発生した熊本地震による関心の高まりも相
俟って、講義・ワークショップを通じて熱のこもった、大変充実した講座となりました。

受講者アンケートから

●マニュアルは大切ですが、それに依存しないことも重要です。普段から知識を蓄え、備

えておくことで、災害時に自分たちで考え、判断し、行動することにつながると思いま

した。（市町村職員）

●知識は力。防災に関しては、まさにそのとおりだと思いました。（学校教職員）

●トイレの話題を取り上げてもらえて良かったです。（学校教職員）

● 「知る→伝える→備える→行動する」というイメージを明確にすることができました。

（学校教職員）

●一人ひとりの命について考え、学ぶことができました。防災と同じように、尊厳のある

学校教育にも生かしていきたいと思います。（学校教職員）

●現場に行かれているからこそ、課題や大切なことが伝わりました。知識ばかり求めた

り、防災グッズを備えたりして満足してしまっていましたが、もっと本質的な防災につ

いて考える機会となりました。（学校教職員）

災害から命を守るために
～能登半島の大規模災害支援活動から学んだこと～

（受講者 4６名）
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